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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 17,871 △0.5 △280 ― △177 ― △200 ―

30年3月期第2四半期 17,967 4.3 280 △13.2 369 △9.2 168 △33.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 △76.61 ―

30年3月期第2四半期 64.34 ―

　当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し
て、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 40,892 30,453 73.7

30年3月期 41,982 30,604 72.1

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 30,141百万円 30年3月期 30,265百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 60.00 60.00

31年3月期 ― ―

31年3月期（予想） ― 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,700 △4.1 600 △57.6 700 △55.7 400 △55.5 152.80

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 3,146,000 株 30年3月期 3,146,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 528,183 株 30年3月期 528,119 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 2,617,847 株 30年3月期2Q 2,618,667 株

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと
仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で緩やかな回復基調が続きま

したが、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動への懸念に加え、日本国内で相次ぐ自然災害が経済に与える影

響により、先行きは不透明な状況で推移しました。道内の経済においても、観光が好調に推移しているほか、個人

消費の持ち直しや民間設備投資が増加していることもあり緩やかに回復しておりましたが、平成30年９月６日に発

生した北海道胆振東部地震による被害の影響などもあり、今後の経済動向を注視する必要があります。 

このような経営環境の中、当社グループは、地域社会に密着した事業を積極的に展開するとともに、経営効率を

高め収支改善や経営体質の強化など、企業価値の向上に取り組んでまいりました。 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は17,871百万円（対前年同期比0.5％減）、営業損失は280百万円

（前年同期は280百万円の営業利益）、経常損失は177百万円（前年同期は369百万円の経常利益）、親会社株主に

帰属する四半期純損失は200百万円（前年同期は168百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。 
 
事業別の経営成績は、次のとおりであります。 
 

① 旅客自動車運送事業 

乗合運送事業においては、訪日外国人旅行者（インバウンド）の増加に対応し、外国人向け周遊パスの対象路線

を拡大するとともに、定期観光バスにおいて多言語音声案内のコースを増やすなど、受入体制の強化を図りまし

た。国内外の利用客の増加が続く新千歳空港連絡バスにおいては、乗車定員が従来よりも多い車両を導入するとと

もに札幌都心とを結ぶ便数を増やし、また、都市間高速バスにおいても、札幌市と帯広市を結ぶ便数を増やし、そ

れぞれで利便性の向上を図りました。しかしながら、不採算路線対策としての減便の影響があり若干の減収傾向で

推移してきましたが、北海道胆振東部地震の影響による運休等が大きく影響し、乗合運送事業は減収となりまし

た。 

貸切運送事業は、受注の減少に加え、北海道胆振東部地震や台風の影響によるキャンセルもあり、減収となりま

した。 
 
この結果、売上高は10,057百万円（対前年同期比3.3％減）、平成26年度以来の原油価格高騰に伴うバス燃料費

の増加などもあり、270百万円の営業損失（前年同期は59百万円の営業利益）となりました。 
 

② 建設業 

建設業は、受注高、完成工事高とも減少しました。 
 
この結果、売上高は4,825百万円（対前年同期比4.9％減）、2百万円の営業損失（前年同期は289百万円の営業利

益）となりました。 
 

③ 清掃業・警備業 

清掃業・警備業は、受注の減少により減収となりました。
 
この結果、売上高は1,428百万円（対前年同期比3.3％減）、営業利益は87百万円（同8.6％減）となりました。 
 

④ 不動産事業 

不動産事業は、新規の賃貸契約を獲得したことなどにより増収となりました。 
 
この結果、売上高は401百万円（対前年同期比2.9％増）、営業利益は180百万円（同13.1％増）となりました。 
 

⑤ 観光事業 

ニセコアンヌプリ国際スキー場は、豊富な積雪によりゲレンデの状態が良好であったことから、春スキー客が増

加しました。小樽天狗山スキー場は、７月以降の天候不順や台風、さらには北海道胆振東部地震の影響により、ロ

ープウェイ利用客が減少しました。ニセコ温泉郷「いこいの湯宿いろは」は、８月まで宿泊客が増加していました

が、北海道胆振東部地震の影響により宿泊客が減少しました。道央自動車道に直結した観光施設の砂川ハイウェイ

オアシス館は、団体客の減少を受けて平成29年度に札幌圏を含めた地元客にもより多く利用してもらえるよう改

修・整備を図ったことにより、個人客が大きく増加しましたが、北海道胆振東部地震の影響により、団体客の減少

が加速しました。 
 
この結果、売上高は704百万円（対前年同期比45.0％増）、スキーのオフシーズンということもあり、258百万円

の営業損失（前年同期は218百万円の営業損失）となりました。 
 
なお、当セグメントは、スキー場の営業が冬期間中心であるため、第４四半期の売上高が他の四半期に比べて高

くなる季節的変動があります。 
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⑥ その他の事業 

介護福祉事業は、サービス付き高齢者向け住宅の入居者数が増加しました。自動車教習所は、平成29年度の期中

に開始した技能講習事業が、増収に寄与しました。旅行業は、団体旅行の取扱いが大きく減少する中、北海道胆振

東部地震の影響によるツアーの催行中止もあり、減収となりました。 
 
この結果、売上高は1,740百万円（対前年同期比10.4％減）、25百万円の営業損失（前年同期は28百万円の営業

損失）となりました。 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、平成30年５月15日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました。 

 

平成31年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成30年４月１日～平成31年３月31日)

  売 上 高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

当期純利益

1株当たり
当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 39,300 1,100 1,200 700 267.39 

今回修正予想（Ｂ） 37,700 600 700 400 152.80

増減額（Ｂ－Ａ） △1,600 △500 △500 △300 －

増減率（％） △4.1 △45.5 △41.7 △42.9 －

(ご参考)前期実績

(平成30年３月期）
39,298 1,415 1,580 899 343.55

 

修正の理由 

売上高は、建設業において前回予想を下回るほか、旅客自動車運送事業、観光事業等において北海道胆振東部

地震の影響により前回予想を下回るものであります。 

営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、上記売上高の減少要因のほか、バス燃料費の高

騰により、当初見込みを下回るものであります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,362,917 5,731,048 

受取手形及び売掛金 3,812,415 3,704,315 

有価証券 2,744,072 3,000,000 

商品 21,790 75,038 

原材料及び貯蔵品 187,640 193,821 

未成工事支出金 28,730 405,388 

その他 240,046 274,316 

貸倒引当金 △4,857 △4,737 

流動資産合計 13,392,756 13,379,191 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 20,670,702 20,711,263 

減価償却累計額 △15,201,790 △15,370,387 

建物及び構築物（純額） 5,468,912 5,340,876 

車両運搬具 27,248,244 26,423,548 

減価償却累計額 △21,076,252 △21,052,438 

車両運搬具（純額） 6,171,991 5,371,110 

土地 10,715,904 10,699,975 

その他 4,731,021 4,760,730 

減価償却累計額 △3,830,397 △3,913,168 

その他（純額） 900,624 847,561 

有形固定資産合計 23,257,432 22,259,524 

無形固定資産 151,486 137,591 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,543,807 4,502,883 

その他 661,729 637,301 

貸倒引当金 △24,297 △23,879 

投資その他の資産合計 5,181,238 5,116,305 

固定資産合計 28,590,157 27,513,421 

資産合計 41,982,914 40,892,612 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,284,278 3,011,817 

未払法人税等 245,118 117,368 

賞与引当金 227,462 358,495 

その他の引当金 3,204 854 

その他 4,258,648 2,684,599 

流動負債合計 7,018,712 6,173,134 

固定負債    

退職給付に係る負債 3,296,311 3,227,999 

役員退職慰労引当金 347,196 310,036 

その他 716,323 728,258 

固定負債合計 4,359,831 4,266,294 

負債合計 11,378,543 10,439,429 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,100,000 2,100,000 

資本剰余金 759,341 759,341 

利益剰余金 28,212,964 27,838,451 

自己株式 △1,214,547 △1,214,871 

株主資本合計 29,857,759 29,482,921 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 972,096 1,176,102 

退職給付に係る調整累計額 △564,332 △517,798 

その他の包括利益累計額合計 407,764 658,304 

非支配株主持分 338,848 311,957 

純資産合計 30,604,371 30,453,183 

負債純資産合計 41,982,914 40,892,612 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 17,967,971 17,871,396 

売上原価 16,289,920 16,657,965 

売上総利益 1,678,051 1,213,430 

販売費及び一般管理費 1,397,217 1,493,692 

営業利益又は営業損失（△） 280,834 △280,262 

営業外収益    

受取配当金 46,355 50,120 

持分法による投資利益 16,094 18,982 

その他 27,214 34,922 

営業外収益合計 89,663 104,024 

営業外費用    

支払利息 74 346 

支払手数料 428 425 

手形売却損 － 201 

営業外費用合計 503 972 

経常利益又は経常損失（△） 369,994 △177,209 

特別利益    

固定資産売却益 10,286 18,908 

その他 190 686 

特別利益合計 10,477 19,594 

特別損失    

固定資産除売却損 27,002 7,160 

減損損失 1,503 11,250 

その他 546 29 

特別損失合計 29,051 18,440 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
351,420 △176,055 

法人税、住民税及び事業税 300,168 84,422 

法人税等調整額 △98,280 △33,803 

法人税等合計 201,888 50,619 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 149,532 △226,674 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △18,949 △26,123 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
168,482 △200,551 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 149,532 △226,674 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △40,983 201,830 

退職給付に係る調整額 46,709 46,533 

持分法適用会社に対する持分相当額 △943 2,208 

その他の包括利益合計 4,782 250,572 

四半期包括利益 154,315 23,898 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 173,264 49,988 

非支配株主に係る四半期包括利益 △18,949 △26,090 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

連結子会社の税金費用については、主として当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報）

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注２） 

 
旅客自動車
運送事業 建設業 

清掃業・ 
警備業 不動産事業 観光事業 

その他の 
事業 合計 

売上高                  

外部顧客に対する 
売上高 

10,004,486 4,734,913 908,576 234,037 699,053 1,290,328 17,871,396 － 17,871,396 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 52,591 90,563 519,705 167,395 5,807 449,755 1,285,819 △1,285,819 － 

計 10,057,078 4,825,477 1,428,282 401,432 704,861 1,740,083 19,157,215 △1,285,819 17,871,396 

セグメント利益又は 
セグメント損失(△) 

△270,428 △2,413 87,740 180,241 △258,838 △25,778 △289,476 9,213 △280,262 

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しておりま

す。

 

北海道中央バス㈱ (9085) 平成31年3月期第2四半期決算短信

－ 8 －


	サマリー(11.5)
	添付資料(11.12)



